
● 下肢末梢動脈疾患指導管理加算に関するお知らせ 

当院では、慢性維持透析（人工腎臓）を受けられている患者さまの足の重大な血管合併症

（足の血流障害による潰瘍や壊死など）を未然に防ぐため、厚生労働省の定める施設基準

に基づき、「下肢末梢動脈疾患指導管理加算」の届出を行っています。 

当院における取り組み体制は以下の通りです。 

1. 多職種専門チームによるリスク評価の実施 

透析を受けられているすべての患者さまを対象に、適切な研修を修了した医師や看護師で

構成される多職種チームが、定期的に足の状態の観察（皮膚の色の変化、冷感、傷の有無

など）や、血流の検査（ABI 検査など）を行い、下肢末梢動脈疾患のリスクを早期に発見・

評価しています。 

2. 療養上の指導・フットケアの管理 

リスク評価に基づき、患者さまご本人やご家族様に対し、日常生活における足の適切なセ

ルフケア方法（爪切り、保湿、靴の選び方など）の指導や、専門的なフットケア管理を継

続的に行っています。 

3. 専門的な治療・連携体制 

検査の結果、さらに精密な検査や高度な専門治療（血流を改善するための専門的な治療）

が必要と判断された場合には、以下の専門医療機関と緊密に連携をとり、スムーズに紹介・

治療が受けられる体制を整えています。 

 主な連携医療機関： 川崎医科大学附属病院、倉敷中央病院 

透析治療中の患者さまで、足の状態について気になることやご不安な点がございましたら、

透析室のスタッフ、または主治医までお気軽にご相談ください。 


